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謂
は
ゆ
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
繞
り
、
そ
の
論
文
の
正
當
性
に
就
き
問
題
發
生
、
理
研
の
調
査
委
員
會

は
、
論
文
の
捏
造
を
認
む
る
も
、
件
の
委
員
長
自
ら
の
論
文
に
類
似
の
疑
惑
指
摘
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
、

委
員
長
辭
任
に
追
込
ま
れ
た
り
と
云
々
。
今
後
如
何
な
る
展
開
と
な
る
や
豫
斷
を
許
さ
ゞ
れ
ば
、
輕
率

の
論
戒
む
べ
け
れ
ど
、
前
半
生
に
於
て
科
學
論
文
を
幾
許
か
も
の
せ
し
經
驗
を
基
に
一
般
論
と
し
て
科

學
論
文
の
報
道
に
就
き
私
見
を
述
べ
む
と
す
。 

 
 

科
學
者
に
と
り
論
文
は
評
價
を
受
く
る
唯
一
の
對
象
に
し
て
、
數
學
な
ど
論
理
科
學
に
あ
り
て
は
査

讀
者
に
よ
る
論
理
性
の
確
認
、
實
驗
科
學
に
あ
り
て
は
再
現
實
驗
が
必
須
な
り
。
そ
の
意
味
に
て
最
近

興
味
あ
る
事
例
二
つ
に
遭
ふ
。
一
つ
は
十
七
世
紀
の
大
數
學
者
フ
ェ
ル
マ
ー
の
豫
想
せ
る
最
終
定
理
の

證
明
な
り
。
三
百
五
十
年
以
上
の
永
き
に
亙
り
て
證
明
を
拒
み
け
る
が
、
遂
に
一
九
九
三
年
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ワ
イ
ル
ズ
が
證
明
に
成
功
せ
り
。
然
る
に
査
讀
に
よ
る
點
檢
不
備
を
發
見
す
。
然
あ
れ
ど
も
彼

は
特
に
名
譽
を
失
は
ず
、
そ
の
不
備
の
解
決
に
努
め
、
翌
年
遂
に
完
全
證
明
を
達
成
せ
り
。
他
の
一
つ

は
素
粒
子
論
に
於
け
る
ス
ー
パ
ー
・
ス
ト
リ
ン
グ
理
論
に
し
て
、
そ
の
數
學
的
構
造
に
就
き
、
數
多
の

論
文
提
出
せ
ら
れ
、
不
備
無
き
こ
と
證
明
濟
な
れ
ど
も
、
實
驗
デ
ー
タ
を
得
る
手
立
て
な
き
ま
ゝ
今
日

に
至
る
。
こ
れ
科
學
の
基
本
概
念
た
る
、
假
説
、
論
理
的
推
論
、
實
驗
に
よ
る
檢
證
を
通
じ
て
假
説
を

法
則
化
せ
し
む
る
手
順
を
滿
足
せ
ず
と
す
る
論
も
あ
る
中
、
こ
れ
を
科
學
的
眞
實
と
信
ず
る
物
理
學
研

究
者
も
亦
多
し
と
聞
く
。 

 
 

今
や
人
知
大
い
に
進
み
、
未
知
の
領
域
は
最
早
常
識
、
直
觀
の
範
圍
を
遙
か
に
越
え
、
難
解
の
ベ
ー

ル
に
覆
は
れ
、
或
い
は
神
の
領
域
を
思
は
し
む
。
か
く
て
論
文
の
評
價
は
勿
論
、
内
容
の
理
解
さ
へ
一

般
常
識
人
に
は
不
可
能
に
近
し
。
十
九
世
紀
の
物
理
學
者
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
率
先
し
て
科
學
知
識
の
普
及

に
努
め
、
二
十
世
紀
前
半
ま
で
人
類
は
曲
り
な
り
に
科
學
の
進
歩
を
實
感
せ
り
。
そ
の
驅
動
力
と
し
て

中
等
教
育
に
て
學
習
し
得
る
微
分
積
分
に
て
概
ね
理
解
可
能
な
る
を
擧
ぐ
べ
し
。
然
る
を
前
世
紀
後
半

以
降
は
群
表
現
論
な
ど
高
等
數
學
の
理
解
を
前
提
と
す
る
に
至
る
。
不
幸
に
も
か
ゝ
る
數
學
の
分
野
は

大
學
に
て
も
殆
ど
學
習
の
機
會
な
く
、
放
置
せ
ば
一
般
人
は
論
文
の
結
論
の
み
を
強
制
せ
ら
れ
、
恰
も

か
の
僧
正
が
自
ら
の
屍
體
よ
り
發
す
る
惡
臭
に
よ
り
そ
の
聖
性
を
否
定
せ
ら
る
ゝ
に
似
た
る
世
相
と

も
な
り
ぬ
べ
し
。
今
日
的
「
蝋
燭
の
科
學
」
の
切
望
せ
ら
る
ゝ
所
以
な
り
。 

 

一
方
興
味
深
き
内
容
の
論
文
は
當
然
報
道
の
對
象
な
れ
ば
、
高
度
に
專
門
的
の
内
容
を
如
何
に
解
り

易
く
し
か
も
科
學
的
正
確
さ
を
失
は
ず
解
説
す
る
か
メ
デ
ィ
ア
の
實
力
の
問
は
る
ゝ
所
な
り
。
記
者
諸

氏
が
難
解
な
る
内
容
の
理
解
に
努
め
、
解
説
記
事
の
充
實
に
注
力
せ
ば
、
論
文
に
疑
義
生
じ
た
る
際
、

問
題
の
核
心
を
論
文
中
に
求
め
、
著
者
と
の
科
學
的
問
答
も
可
能
と
な
る
べ
し
。
こ
れ
を
怠
り
研
究
者

の
人
柄
、
逸
話
の
紹
介
に
て
濟
ま
さ
ば
そ
の
害
大
に
し
て
、
今
囘
の
記
者
會
見
の
如
く
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」

掲
載
の
論
文
自
體
を
對
象
と
す
る
討
論
少
く
、
一
般
的
の
彌
次
馬
的
質
問
に
終
始
し
つ
と
見
え
た
る
は
、

記
者
の
勉
強
不
足
を
疑
は
せ
、
以
て
こ
れ
を
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
ず
。 


